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４．研究実績の概要（800 字程度） 

 

 動的結合チャネル模型による中間子生成反応データの解析を用い、核子共鳴の

性質（スピン、質量、幅など）を抽出した。模型は強く結合する

チャネルを考慮し、ユニタリーな振幅を記述す

る。共鳴状態はこの振幅の極として定義される。得られた共鳴の情報は格子 

QCD やハドロン構造模型により更に解析され、非摂動領域における QCD のダイ

ナミクスの理解へとつながることが期待される。 

 

 ラムダ粒子の第一共鳴状態であるラムダ(1405)は、クォーク模型の予言する質

量よりずっと軽いことなどからエキゾチックな構造を持っていると予想されて

いる。構造を研究する上で重要な情報となるのがこの共鳴のポール構造である。

これは実験データを解析することで抽出可能であるが、従来は十分な精度のデ

ータが存在しなかった。最近報告されたラムダ(1405)の光発生反応データはポ

ール構造を決定する上で基本的なデータとなりうる。我々はカイラルユニタリ

ー模型とゲージ不変な生成機構を組み合わせることで、このデータを再現する

模型を構築した。今後更に詳細なデータが得られれば、この模型によるデータ

解析•ポール構造の決定へと研究を進めることができる。 

 

 超新星爆発環境中に軽元素が相当量存在することが最近指摘されてから、それ

らが爆発において果たす役割について興味が持たれている。超新星爆発中での

ニュートリノ放出•輸送•吸収を理解することは、爆発メカニズムを理解する上

で重要であるので、我々は重陽子が関わるニュートリノ放出率の研究を行った。

現実的な核力とデータでよく検証された弱電流を用いて放出率を計算した。重

陽子の存在比が大きい領域において、陽子と重陽子の両方を考慮したニュート

リノ放出率は、従来の陽子しか存在しない場合のそれより 40% 近く減少するこ

とが分かった。この結果は超新星爆発シミュレーションにおいて重陽子の存在

比及びそのニュートリノ反応率を考慮することの重要性を示唆している。 
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６．次の所属機関：大阪大学理学研究科 

 

７．「湯川フェロー」に関する感想・要望 

 

２年目も湯川フェローとしてサポートしていただき大変ありがたく思っております。

今後も若い人たちをサポートしていただければと思います。 

 


